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When Friedel-Crafts type nucleophilic attacks are performed between electron-rich phenols 

and imines, substitutions occur at the ortho- or para-position. Our originally developed 
bis(imidazolidine)pyridine-Ni(OAc)2 complex catalyzed the Friedel-Crafts type reaction of 
3,5-alkoxy phenols with N-Ts imines with highly para-selective manner for giving the chiral 
amine products with excellent enantioselectivities. 
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イミンに対して電子豊富なフェノールを用いて Friedel-Crafts 型の求核反応を行う

と、一般的にフェノールの ortho-位または para-位で反応が進行したアミンが得られ

る。触媒的不斉合成においては、アミン生成物の光学純度の向上に加え、ortho-/ para-
選択性を高度に制御しなければならない。特に、para-位での反応は触媒と反応点が離

れていることから高い不斉収率を達成することが難しく、報告例は少ない[1]。 
当研究室では独自に開発したビス(イミダゾリジン)ピリジン(PyBidine)配位子を用

いた様々な不斉反応の開

発を行ってきた[2]。今回、

新たに開発した嵩高い置

換 基 を 有 す る Bulky 
PyBidine と酢酸ニッケル

(II)四水和物からなる錯体

を触媒に用いることで、

N-スルホニルアルジミン

と電子豊富なフェノール

を基質とした不斉 Friedel-
Crafts 反応において、高い

para-選択性かつ高エナン

チオ選択性を達成した。

(Scheme 1) 
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